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８
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執
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発
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栄
町
議
会
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党
） 

栄
町
安
食
台
１
丁
目
８
番
７
号 

メ
ー
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平
成
最
後
の
栄
町
三
月
定
例
議
会
報
告 

 

大
鷲
神
社
前
の
安
食
交
差
点
改
良
日
程 

（
国
道
３
５
６
安
食
交
差
点
） 

 

懸
案
の
安
食
交
差
点
の
交
通
事

情
を
緩
和
す
る
た
め
に
栄
町
は
か

ね
て
よ
り
県
と
折
衝
を
し
て
き
ま

し
た
が
、
具
体
的
な
改
良
図
が
出
て

き
ま
し
た
。
。 

  

 

 

安食台方面 

 
大鷲神社＆イベント広場 

国
道
３
５
６ 

成
田
方
面
へ 

安食交差点改良図   国道 356印西方面へ 

 （
県
道
改
良
の
年
工
程
表
） 

２
０
１
９
年
度
の
事
業 

・
現
況
測
量
・
詳
細
設
計 

・
住
民
説
明
会
（
３
月
17
日
） 

２
０
２
０
年
度
の
計
画 

・
用
地
買
収 

２
０
２
１
年
以
降
の
計
画
（
２
年
間
） 

・
改
良
工
事 

２
０
２
２
年
度
内
完
成
予
定 

 

矢
口
工
業
団
地
第
２
期
拡
張 

 

日
本
食
研
と
の
打
ち
合
わ
せ
で
、

矢
口
工
業
団
地
横
に
工
業
団
地
を

拡
張
す
る
こ
と
が
今
議
会
で
決
ま

っ
た
。
平
成
３
１
年
か
ら
４
年
か

け
、
概
算
総
額
６
億
２
千
万
円
を
３

月
補
正
予
算
を
組
み
、
拡
張
、
造
成

を
行
い
、
日
本
食
研
の
惣
菜
加
工
工

場
を
増
設
す
る
計
画
と
な
っ
た
。 

 
 

栄
町
に
優
良
企
業
が
根
を
下
ろ

し
、
拡
大
し
て
い
く
光
景
は
見
て
い

て
ワ
ク
ワ
ク
す
る
。
現
在
造
成
中
の

１
期
工
事
と
合
わ
せ
る
と
、
約
４
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
巨
大
工
場
が
出
現
す

る
。
安
食
交
差
点
を
渋
滞
緩
和
し
、 

工
業
団
地
に
東
京
本
社
工
場
を

持
つ
食
品
会
社
が
増
設
し
、
雇
用

が
生
ま
れ
、
税
収
入
が
増
す
よ
う

に
な
れ
ば
会
社
の
発
展
と
同
じ

く
町
の
発
展
に
も
な
る
。
こ
の
こ

と
を
考
え
る
と
、
先
人
達
の
先
見

の
明
に
感
謝
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

拡
張
さ
れ
た
工
場
に
は
農
地
法

転
用
要
件
が
あ
り
、
雇
用
さ
れ
る

者
に
占
め
る
３
割
以
上
の
農
業

従
事
者
が
雇
用
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
と
の
こ
と
。 

 
 

す
で
に
農
振
除
外
申
請
が
な

さ
れ
、
新
工
場
が
生
ま
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。 

栄
町
第
５
次
総
合
計
画
と
は 

 

上
記
の
安
食
交
差
点
大
改
造
、

矢
口
工
業
団
地
拡
張
な
ど
も
町

の
総
合
的
な
計
画
の
元
、
実
行
さ

れ
ま
す
。
。
行
政
は
構
想
期
間
８

年
間
、
基
本
計
画
４
年
間
の
町
づ

く
り
計
画
で
す
。
議
会
が
賛
成
し

実
行
に
向
け
予
算
処
置
し
ま
す
。 

 

（
野
田
解
説
）
栄
町
は
以
前
か
ら

財
政
的
に
は
過
去
の
負
の
影
響

が
大
き
く
厳
し
い
状
況
で
し
た
。

町
長
と
副
町
長
、
職
員
の
タ
ッ
グ

で
、
財
政
的
で
見
る
と
10
年
前

に
比
べ
る
と
大
分
良
く
な
っ
て

き
た
。
経
常
収
支
比
率
（
使
え
る

お
金
が
ど
の
程
度
残
っ
て
い
る

か
）
で
見
る
と
、
10
年
前
千
葉 

の
比
較
で
下
位
か
ら
ら
脱
出
で
き
な
か

っ
た
が
、
今
は
良
く
は
な
い
が
ビ
リ
か

ら
遠
の
き
つ
つ
あ
る
。
将
来
負
担
比
率

も
以
前
よ
り
良
く
な
り
借
金
返
済
を
将

来
の
人
に
残
さ
な
い
よ
う
に
す
る
の
に

目
処
が
つ
い
て
き
た
。
ま
た
栄
町
は
５

万
人
を
目
指
し
て
い
た
の
で
、
公
園
、 

 

あらすじ 2011 年 3 月 11 日午後２時 46 分、東日本大震

災発生、福島第一原発は全電源を喪失の危機に陥った。冷

却装置を失った原子炉は温度が上がり続ける。チェルノブ

イリに匹敵する最悪の事態が迫っていた。巨大な怪獣へと

変貌を遂げる原発に対して、想定外の状況を前に、打つ手

のないまま、時は刻々と過ぎ、やがて無情にも地震発生か

ら翌日の３月 12 日午後３時 36 分、１号機の原子炉建屋が

水素爆発したのであった。続けて３号機で、２号機で、連

鎖するように起こる異変。破滅に向けてのカウントダウン

は、止まることを知らなかった。あの日、私たち日本人が、

メディアを通して目撃したことは真実だったのか？なぜ

日本人は原発に対して、あれほど無力だったのか？閉ざさ

れていた全てが、いま明らかになる。 

       「太陽の蓋」映画上映実行委員会 

        責任者：野田泰博 電話 0476-95-3665 

       詳細は４月末頃、出来上がります。 

道
路
、
公
共
施
設
ま
た
浄
化
水
道
設

備
が
あ
り
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化

に
す
る
に
は
ち
ょ
う
ど
い
い
。
こ
れ

で
太
陽
光
発
電
が
あ
れ
ば
、
国
の
モ

デ
ル
の
町
に
も
な
り
得
る
。
人
を
増

や
し
、
若
者
達
の
夢
を
実
現
で
き
る

町
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

原発が暴発した時、総理官邸では何が起きていたのか   
      『太陽の蓋』を上映します。（議事録に基づき実話を映画化） 

今年の２月、３月にフランスで上映し、主役の菅直人元総理も各地で原発問
題を講演してきました。入場料：大人 500円、高校生まで無料（予定） 

ふれあいプラザ 

さかえ大ホール 

６月１日(土) 

午後２時開場予定 

大人 500 円,子供

200円 

 



	

 
 

 

栄
町
一
住
民
が
我
が
家
に
来
て
質
問
を
し
た
劤
２
０
１
９
年
３
月
２
日	

 
 

助
岩
井
氏
の
学
歴
に
つ
い
て
努 

 
	
	

栄
町
の
住
民
か
ら
次
の
よ
う
な
質
問
が
あ
っ
た
䣎
岩
井
さ
ん
の
䣓
い
わ
ち
ゃ	

	
	

ん
ポ
ス
ト
䣔
の
プ
ロ
フ
ィ
䤀
ル
に
早
稲
田
大
学
大
学
院
政
治
学
研
究
科
修
了	

	
	

と
書
か
れ
て
い
る
䣎
こ
れ
は
事
実
な
の
か
䣎
時
に
は
早
稲
田
大
学
大
学
院
政	

	
	

治
学
研
究
科
卒
業
と
も
書
か
れ
て
い
た
時
も
あ
っ
た
䣎
卒
業
と
修
了
の
区
別
す	

	
	

ら
つ
い
て
い
な
い
学
歴
記
載
で
あ
る
䣎
野
田
さ
ん
は
岩
井
さ
ん
を
町
議
の
時
に	
	
	

推
薦
し
䣍
町
議
に
し
た
方
䣎
岩
井
議
員
を
知
る
方
䣎
調
査
を
お
願
い
す
る
䣎	

	

裏               ２０１９年３月発行 栄町見聞録１８１号 発行部数１００００部  
 

⑴
千
葉
県
官
製
談
合
事
件 

	

２
０
１
７
年
夏
排
水
路
整	

備
工
事
の
非
公
開
の
予
定
公 

 

栄町岩井県議のいわちゃんポストが 
   有権者に伝えない県議会の事 
       千葉県官製談合事件の結末 

ご
存
知
で
す
か
？
千
葉
県
の
官
製
談
合
事
件
の
顛
末 

⑴

官
製
談
合
で
公
取
は
罰
金
９
億
７
千
万
円
支
払
命
令 

⑵

政
務
活
動
費
ネ
ッ
ト
公
開
請
願
否
決 

 
	

示
価
格
を
千
葉	

県
職
員
が
特
定	

建
設
会
社
に
伝	

え
䣍
東
葛
土
木	

事
務
所
長
と
担	

当
職
員
が
有
罪	

判
決
と
な
っ
た
䣎	

業
者
と
の
会
合	

に
県
職
員
䣍
議	

員
䣍
職
員
Ｏ
Ｂ	

ら
も
絡
ん
で
い	

た
䣎
逮
捕
さ
れ	

た
職
員
は
懲
役	

１
年
半
䥹
執
行	

猶
予
３
年
䥺
で
懲	

戒
免
職
䣎
も
う	

一
人
は
停
職
３	

ヶ
月
䣍
罰
金
80	

万
円
が
下
さ
れ	

た
䣎
千
葉
県
議	

会
野
党
は
百
条	
	

 

委
員
会
で
調
査
す
べ
き
と
議	

案
提
出
䣎
自
民
党
と
岩
井
県	

議
が
反
対
し
䣍
否
決
と
な
っ	

た
䣎
し
か
も
談
合
業
者
へ
の	

罰
金
９
億
７
千
万
円
の
公
取	

	

协
知
り
合
い
の
県
議
よ
り
卐 

岩
井
県
議
の
議
案
賛
否
は 

全
て
自
民
党
と
同
じ 

 
 

昨
年
末
に
䣍
栄
町
民
が
原	

発
難
民
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
に
県
議
会
で
話
し
合
っ

た
の
か
と
質
問
し
た
䣎
栄
町

に
も
県
議
が
い
る
の
で
䣍
岩

井
県
議
に
お
聞
き
し
た
が
䣍

䣓
野
田
さ
ん
は
競
合
䥹
今
回

の
県
議
選
䥺
す
る
か
ら
答
え
な

い
䣔
と
の
こ
と
䣎
し
ょ
う
が

な
い
の
で
他
の
数
人
の
県

議
に
聞
く
羽
目
に
な
っ
た
䣎

す
る
と
岩
井
県
議
の
賛
否

は
全
て
自
民
党
に
追
従
し

て
い
る
事
が
判
明
䣎
主
義
主

張
も
無
く
た
だ
自
民
党
追

従
県
議
と
な
っ
て
い
た
䣎	

野
田
の
返
答 

	

確
か
に
２
０
０
４
年
の
町
議
選
で	

岩
井
氏
を
応
援
し
ま
し
た
䣎
彼
は
当	

時
安
食
駅
近
く
の
学
習
塾
の
講
師
で	

し
た
䣎䣓
野
田
さ
ん
の
見
聞
録
を
見
て	

共
鳴
し
䣍
野
田
さ
ん
と
一
緒
に
サ
ラ	

リ
䤀
マ
ン
䥹
塾
の
講
師
䥺
と
し
て
䣍	

栄
町
民
の
為
に
議
員
に
な
り
た
い
䣔

と
言
っ
て
き
た
䣎
選
挙
ま
で
５
ヶ
月
䣎

ま
だ
住
所
は
栄
町
に
は
な
か
っ
た
䣎	

急
遽
成
田
市
か
ら
栄
町
に
転
居
さ

せ
䣍
私
も
多
く
の
友
人
に
頼
ん
で
住

所
移
転
３
ヶ
月
で
当
選
さ
せ
た
䣎
違

反
は
絶
対
ダ
メ
と
指
導
䣎	

	
	

当
時
の
最
終
学
歴
表
記
は
専
修
大

学
卒
だ
っ
た
が
䣍
今
の
岩
井
議
員
の

学
歴
は
あ
や
ふ
や
な
記
載
䣎
あ
や
ふ

や
な
こ
と
は
す
で
に
数
年
前
に
岩
井

県
議
及
び
後
援
会
長
に
も
お
伝
え
し

た
䣎
最
初
の
記
載
は
専
修
大
学
卒
か

ら
突
然
䣍
早
稲
田
大
学
大
学
院
卒
と

な
っ
て
い
た
䣍
岩
井
県
議
に
直
接
䣍

大
学
院
は
卒
業
で
な
く
䣍
修
了
と
書

く
べ
き
だ
と
口
頭
で
伝
え
る
と
䣍
次

の
い
わ
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
か
ら
修
了
と

な
っ
て
い
た
䣎	

学
歴
は
正
確
に
す
べ
し 

	
	

普
通
䣍
大
学
院
修
了
で
あ
れ
ば
修

士
号
も
し
く
は
博
士
号
の
ど
ち
ら
か

が
授
与
さ
れ
て
い
る
は
ず
䣎
記
載
な

き
場
合
は
学
歴
と
し
て
は
不
正
確
䣎	

	

県
議
に
な
っ
た
時
䣍
私
の
知
り
合
い	

の
千
葉
県
議
が
岩
井
氏
の
推
薦
状
を	

書
い
て
あ
げ
た
と
言
っ
て
い
た
䣎
そ
れ
ま

で
は
専
修
大
の
方
々
が
応
援
し
た
そ
う

だ
が
䣍
あ
る
日
突
然
䣍
早
稲
田
大
学
院
卒

と
だ
け
明
記
し
て
い
た
の
で
䣍
知
り
合
い

の
専
修
大
学
の
方
々
は
䣓
俺
た
ち
は
必
要

な
い
ん
だ
䣔
と
䣍
応
援
を
止
め
た
と
い
う
䣎	

		
	

卒
業
と
修
了
は
違
う
䣎
卒
業
は
大
学
が

決
め
た
学
業
を
学
び
終
え
た
こ
と
䣎
修
了

は
専
門
の
学
業
を
修
め
た
こ
と
を
い
う
䣎

だ
か
ら
よ
り
専
門
の
学
業
を
修
め
る
大

学
院
の
場
合
は
卒
業
と
は
い
わ
ず
修
了

と
い
う
䣎
例
え
ば
法
律
を
学
ん
だ
大
卒
に

は
䣓
法
学
士
䣔
䣍
大
学
院
は
一
定
の
学
術

を
修
め
た
人
に
与
え
ら
れ
る
称
号
䣎
大
学

院
修
士
課
程
の
人
は
䣓
法
学
修
士
䣔
䣍
記

載
表
記
は
修
士
䥹
法
学
䥺
ま
た
は
博
士
䥹
法

学
䥺
と
表
記
す
る
䣎
学
業
を
修
め
る
期
間

は
人
に
よ
っ
て
違
う
䣎
通
常
䣍
修
士
は
２

年
䣍
博
士
課
程
は
最
低
で
も
５
年
䣎
稀
に

短
い
場
合
も
あ
る
䣎
岩
井
氏
は
社
会
人
に

な
っ
て
か
ら
早
稲
田
大
学
大
学
院
で
学

ん
だ
の
で
䣍
学
位
の
記
載
が
な
け
れ
ば
䣍

科
目
履
修
生
䥹
科
目
だ
け
の
単
位
が
認
定

さ
れ
る
䥺
䣍
も
し
く
は
聴
講
生
䥹
単
位
は

認
定
さ
れ
な
い
䥺
と
思
わ
れ
て
も
仕
方
な

い
䣎
そ
れ
で
は
大
学
院
を
最
終
学
歴
と
い

え
な
い
䣎
政
治
家
は
公
人
で
あ
る
以
上
学

歴
記
載
は
正
確
に
書
く
べ
き
䣎
さ
ら
に
正

確
に
知
り
た
い
場
合
は
岩
井
さ
ん
ご
自

身
に
お
聞
き
く
だ
さ
い
䣎
私
は
岩
井
県
議

に
手
紙
を
出
し
て
も
未
開
封
で
送
り
返

さ
れ
る
の
で
䣎	

	

	
	
	
	
	
	

全
国
的
に
見
る
と	

	
	
	
	
	
	
	

政
務
活
動
費
の
公	

	
	
	
	
	
	

開
は
全
国
41
都	

	
	
	
	
	
	
	

道
府
県
が
実
施
䣎	

千
葉
䣍

埼
玉
䣍

新
潟
䣍

愛
知
䣍

岡
山
䣍

熊
本
６
県
が
非
公	

開
䣎
６
県
は
自
民
党
王
国
䣎	

岩
井
氏
が
県
議
に
な
る
時
䣍	

自
民
党
の
牛
耳
る
千
葉
県	

議
会
を
変
え
る
と
意
気
込	

み
民
主
党
か
ら
若
手
議
員	

の
応
援
を
も
ら
い
県
議
に	

な
っ
た
䣎
今
や
無
所
属
で	

あ
り
な
が
ら
も
自
民
党
の	

下
請
け
県
議
と
な
っ
て
い	

る
䣎
ご
存
知
で
し
た
か
？	

 
	

命
令
を
䣍
自
民
党
が
罰
金
を	

３
億
９
千
万
円(

60
％
値
下)

	

に
し
て
議
決
䣎
自
民
党
と
岩
井	

県
議
の
賛
成
で
可
決
䣎
県
民	

よ
り
も
業
者
に
寄
り
添
う
姿	

が
よ
く
分
か
る
䣎
今
は
自
民	

党
が
過
半
数
を
占
め
る
県
議	

会
䣎
こ
の
状
況
を
改
善
す
る

に
は
有
権
者
の
理
性
あ
る
英

断
が
必
要
だ
䣎	

 

⑵
政
務
活
動
費
ネ
ッ
ト
公
開 

の
請
願
は
自
民
党
と
岩
井
議 

員
の
反
対
で
否
決 

	

２
年
前
の
５
月
千
葉
県
定	

例
議
会
に
出
さ
れ
た
政
務
活	

動
費
ネ
ッ
ト
公
開
の
請
願
は	

自
民
党
と
岩
井
県
議
の
反
対	

で
否
決
䣎
非
公
開
と
な
る
䣎	
	
	

県
議
の
政
務
活
動
費
は
年	

間
４
８
０
万
円
䣎
岩
井
県
議	

は
政
務
活
動
費
の
公
開
に
反	

対
す
る
も
䣍
自
分
の
分
だ
け	

を
い
わ
ち
ゃ
ん
ポ
ス
ト
で
公	

開
䣎
非
公
開
の
政
務
活
動
費	

を
個
人
公
開
し
て
も
本
当
か	

嘘
か
誰
も
チ
ェ
ッ
ク
不
能
䣎	

か
く
し
て
県
議
の
政
務
活
動

費
は
フ
ェ
イ
ク
の
闇
の
中
䣎	


